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＜会長の時間＞ 
本日が当例会場での今年度最後の例会

になりますが、退任挨拶は来週の最終例

会でさせて頂くとして、就任挨拶時の前

置きで私のロータリー入会の経緯をお話

しすると言って時間が無く、機会が有れ

ばと思い出しました。 
今から18年位前のある年、予てより親しくさせて頂いていた、

敢えてイニシャルで言わせてもらいますが、既に当会は退会されま

した大先輩のＷさん(建築設計士)から｢今晩空いとるか…一杯やら

んか｣とお誘いを受けました。あいにくのことに予定も有りません

でしたので、甘んじて？お誘いを受けることになりました。居酒屋

さんで向かい合わせに座り、Ｗ･Ｔさん開口一番「君はいくつにな

った？」と私「42歳です」と答えると「ロータリークラブにはま

だ早いな」と言われ少しホッとことを今でも覚えています。 
最近我がクラブでは30代で入会された会員も多い中、恐らく軽

薄で浮ついて見えたに違いありません。ただロータリーの説明を

散々レクチャーされたような気がしますが、その時は失礼ですが真

剣に聞いてなかったし事実、絶対に入らないと思っていました。た

だ帰り際に「もう3年後に改めて誘うから、充分に自分磨きをして

待ってなさい」と言われたような、微かな記憶が有ります。しかし、

その時のお言葉は当然のように忘れ、また軽薄で浮ついた日々を過

ごしていました。 
 ところが、私の人生の分かれ目は突然にやってきました。きっち

り3年後｢私が入っている高山西ロータリークラブで新会員を探し

ている。簡単な審査があるけど、君ならば大丈夫だろう。私が推薦

人になってあげよう」更に｢一業種から一人という決まりがあるけ

ど、君の職業は大丈夫だから｣と訳の分からない事を言っている。

一業種から一人だけ？ そのクラブには同業者は何人も入れない

のか？…続けて｢力のある友だちがたくさん出来るぞ｣とも言われ

ました。 
自分自身もマンネリ化した、消化不良生活から脱けられるかもし

れないかな？とも思いましたし、またＷさんは｢絶対、入って損は

ないよ｣と「グイグイ攻めてくるなあ」と思いました。しかし決断

できず、一旦その場ではお断りしました…また帰り際にあの方は

「誘ってもらっとるうちが花なんやぞ」と捨て台詞！何か妙に恐怖

を感じたと共に、もしかしたら、これは楽しいことの始まりなのか

な？と思ったような、思わなかったような、結局翌日早速こちらか

ら連絡させて頂きました！ 
その後、色々な事を事細かく、解りやすくレクチャーして頂きま

した。例会とは週一回一時間、お昼に食事をとりながら仲間と歓談

する。世の中の有識者を呼んで、様々な卓話を聞くこともある｢誰

だってお昼は食べるやろ？ それを皆と一緒に食べるだけのこと

やさ、あんたのいつもの昼めしより豪華やけどな｣…これはきっと

会費が高いことを暗示していることを察知しました。 
先ほどもお話した『一業一人制』については勿論のこと、Ｗさん

曰く「会員としての入会資格は、社長や専務のような会社を代表す

る立場の人でなければ入れんのやぞ、大会社の偉い人もたくさんい

る。めったに知り合えない知人がたくさん出来るはずや」と…そし

て｢誰もが入れるクラブではない。選ばれた人たちだけが入れるん

やぞ｣と高級感、ブランド感も強調されました。更に「でも、一度

入ったら簡単には辞められない。辞められるのは、本人が死んだと

きか会社が倒産したときだけ」｢ロータリークラブは大人の会、あ

まり若い人はいない、君が45歳を超えたとから誘っている、大人

は自分で決めたことは簡単に覆してはならない。簡単に辞める子供

みたいなヤツやとレッテルを貼られると、後の仕事に差し障りが出

るぞ｣と恐ろしいことも言われました。 
「ロータリーに入ったら、会員が果たすべき義務は大きく3つや、

例会に出席すること、会費を払うこと、ロータリーの友を読むこと。

これだけを守れば、君も立派な『ロータリアン』になれる」と「ロ

ータリークラブの活動は、地域社会への奉仕活動が中心で、色々な

事が経験できるから、大人としてクラブに参加することは意味ある

ことや、仕事が出来る人は、慈善活動をすることで社会に貢献しな

ければいけない、君が一皮剥むけるチャンスだ」これは、単純にい

い話だと思いましたが…Ｗさんが人を誘うときの殺し文句に違い

ないと感じました。 
そこまで言われると、カバンから「入会申込書」を出し、ここに

いますぐサインをしろと…言われるままにサインをしました。Ｗさ

ん満面の笑顔で恐ろしいことをまた言い出した。「よく決断してく

れた…実は、入会するのには選挙がある、しかも会員全員の賛成が

必要やで、誰か一人の反対が出ても入会は承認されんでな」と私は

心で「おいおい…聞いてないよ」といいました。「ロータリーに入

ったら、誰に何を言われても答えはコレしかない」「『ハイ！』か

『イエス！』か『喜んで！』だけ」となんか面白いことを言われた

あと「今日のことは理事会に報告する。その後、理事会の決定を経

たあとに、会員による選挙になる。選挙には一週間程かかる。その

期間内に反対が出なければ入会が認められる」最後に私の肩をポン

と叩いて、「まあ大丈夫やさ、選挙が終わったら連絡するから……」

と言われて別れましたが、1週間以上たっても連絡がなかったので

ヤキモキしましたが、「すまん！すまん！ちょっと忙しかったもん

で」と、ここでも「おいおい人の気も知らんで」と口に出しては言

いませんでした。 
結果は合格、どんな試験や選挙でも合格と聞けば、やっぱり嬉し

いものです、そもそもですが、ノーマークの私が反対される理由が

有る訳が無いと、冷静に悟ったことを覚えています。 
「名刺を箱で持ってきなさい、10月の第一金曜日の12時30分か

ら例会が始まで、30分前に着くように一緒に行こう」と優しい声

掛け、心強かったです、当日Ｗ先輩と仲良く自転車で会場へと向か

いました。「例会中に自己紹介の挨拶があるから準備をしておくよ

うに。その挨拶の中には、「それは、『伝統と格式のあるクラブに

入れていただいて感謝している』という言葉」ともレクチャーされ

た。当時、我がクラブの会員数は50人を超える大所帯で活気に溢

れており、かなり肩の荷が重くなったような気がしました。そして、

ロータリークラブに入るという選択が、正直間違いだったような気

もしていました。 
こうして、私の人生の1/4を占めることになるロータリーライフ

が始まりました。例会場は、今と同じ大垣共立さんで1階では青襷、

3階で赤襷をかけた先輩に出迎えて頂きました。 
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最初に、当時会長であった阪下さん、数年前お亡くなりになりま

したが幹事の村瀬さんとの面会がありました。阪下会長は、「よう

こそ」と言って、私に握手を求めてきました。「7月から会長にな

りました一年間よろしく」と…えっ、7月から？ しかも一年間だ

け？ここで知ったのは、ロータリークラブの年度は7月1日から翌

年の6月30日までの一年間であること。……アメリカナイズの年

度だ！カッコいい！役職の任期は全て一年きりで、会長といえども

例外ではないということ。……民主的だ！さすがアメリカン！ロー

タリー！…クラブで一番偉いのは会長であり、その番頭役のナンバ

ー2を「幹事」と呼ぶことを学習しました。そして例会が始まりま

した。席は自由だということだったが、新会員の紹介があるからと

いって上座の席に通されました。 
そのときＷ先輩が小声で一言「新人は、最初だけは上座に座れる

けど、次回からはもう少し下の方に座れよ、新人のくせに生意気だ、

と言う人もいるからね」おや、案外…和風の序列意識を持つ先輩も

いるのだなと思いました。そして時間になり、おもむろに赤襷が立

ち上がって言いました。 
「会長、点鐘をお願いします」阪下会長は演台に立ち、目の前にあ

る洋風の釣り鐘のような形の鐘を木槌で優しく一回叩きました。チ

～ン！いやに澄んだ音…その瞬間、会場の皆が一斉に立ち上がり…
何だ？何が起きた？私も立つの？「只今より高山西ロータリークラ

ブ○○回の例会を始めます」と会長は言い放たれました。そして赤

襷は「本日のロータリーソングは『奉仕の理想』です！」と…私は

知らない、当然唱えない。 
 会長は、更に「『四つのテスト』唱和！」と言う。全く訳が分か

らなかったです。それが終わったとき、皆は一斉に拍手をして座り

ました、心を落ち着かせるまでに少し時間がかかった覚えが有りま

す…と同時に「この会は大丈夫か？チーンと鐘を鳴らして、拍手し

て皆で一斉に立ち上がり、お題目を唱えて、又拍手して、まるで危

ない宗教団体か「大人の幼稚園」じゃないか！」 
そうこうしているうちにも会のスケジュールは進んでいきます。

最初に、新会員を紹介すると幹事が発言されました。新会員は私を

含めて2人でそれは心強かったです。そして私のスピーチ、事前に

レクチャーされたように「伝統と格式のあるクラブに入れていただ

いて感謝している……」というフレーズを織り込み数分で切り上げ

ました。かなり緊張しましたが失敗はしなかったと思いましたが、

会場の皆を見回しましたが、あまり関心がなかったようでした。 
その後「会長の時間」流石に当時の阪下会長は、落ち着いた話振

りで、大変爲になるお話を聞かせて頂きました…とは言っても緊張

であまり耳に入ってこなかったような気がしますが…。その後は幹

事の進行で、幹事報告、理事会報告、出席報告に続きほっこりさせ

るコメントで拍手、又拍手のニコニコボックス報告、最後にもう一

度会長が鐘を撞いて会はお開き…これからはこれが毎週続くのだ

とは思いましたが、まさか15年後私が会長として今ここで、この

ような話をしているとは…想像すらしたことは有りませんでした。 
今までに仰せつかった委員長はインターアクト委員長を皮切り

に、親睦委員長、会員増強委員長、SAA、職業奉仕委員長で様々な

経験をさせて頂いたのち、副幹事、幹事、副会長、エレクトと息つ

く間が無い5年間でしたが、会長就任までの間、皆さんに様々なご

助言を賜り、何とかやっていくことが出来ました。 
会長の大事な仕事とは先ず『会長の時間』に命を懸ける事と、

PETSで強く教えられました。それが実行出来たかは、皆さんにき

ちんと伝えられたかは、別としまして、毎週私の拙いお話を我慢し

て聞いて下さって誠にありがとうございました。以上で2022-23
年度の最後の『会長の時間』を終わります。来週の最終例会では退

任あいさつをさせて頂きます。 
 
  

 
＜幹事報告＞ 
◎ガバナーより 

 ・クラブ研修リーダーセミナー開催のお知らせ 

日    時  7月29日（土） 点鐘13：30 終了16：00  
     場    所  岐阜グランドホテル   
   出席要請    クラブ研修リーダー  
◎日台ロータリー親善会議 総裁より 
 ・第８回日台ロータリー親善会議台北大会のご案内 

日  時  10月20日（金） 会議・親善晩餐会16：00～  
     場  所  台北萬豪酒店（MARRIOTT TAIPEI）           
   登録料    20，000円   登録締め切り  8月10日（木）     
◎高山市市民憲章推進協議会より 
・高山市市民憲章推進協議会総会資料 
日時  6月18日（日）13：10～  会場  国府文化ホール 

◎高山市青少年育成市民会議より 
・令和５年度「高山市少年の主張コンクール」開催について 
＜例会変更＞ 
美濃加茂  … 7月14日（金）は、夜間例会のため18：30～に変更 
＜受贈誌＞ 

高山ＲＣ（会報）、米山記念奨学会(ハイライトよねやまvol279) 
 
 

 
 

＜新入会員紹介＞ 
 

大垣共立銀行  

高山支店長 

 

佐藤 貴史 

 
 
 
 

 
 
 
＜本日のプログラム＞  
 
クラブアッセンブリー 

Ｓ.Ａ.Ａ  米澤 久二  
例会等が秩序正しく楽しい雰囲気で

運営できるように努めて参りました。

皆様のご協力で、つつがなく例会の運

営ができたと思います。 

今期のＳ.Ａ.Ａのスローガンは「Ｓ.Ａ.Ａは早めに来て遅めに帰

る」でしたが、Ｓ.Ａ.Ａの皆様の奮闘でおおむねできたと思います。 

新しい試みとしてネームバッジを、アイウエオ順に配置するよう

にしました。お帰りの際はバッジを所定の位置に返して退室くださ

い,とお願いしたところ、多くの皆様にご協力いただきました。 

一年間ご協力ありがとうございました。 

  
 

出席 Make-Up 出席者数 会員数 出席率 

２４名 － ２４名 ３６名 ６８．５７％ 

＜出席報告＞ 
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会報・広報・雑誌委員長 

中島 一成 
今年度の会報・雑誌・広報委員長は

中島、副委員長は鴻野幸泰さんです。 
これまでの活動内容としては、ホー

ムページでは例会の都度会報を発行

し、当クラブの活動を地域の方に閲覧

いただける環境を作っています。また

Facebookでは月１回程度情報を更新

し、第2770地区細渕ガバナーの卓話や松倉中学校での出前講座な

ど、特色のある活動を紹介しています。雑誌では毎月第一例会で「ロ

ータリーの友」の中の注目すべき記事を紹介し、クラブ内の情報共

有化と活性化を図っています。さらに前年度に作成した、観光カー

ド名刺は東京紀尾井町RCへの訪問時などに渡すことで、高山の名

所を紹介すると共に、当クラブの認知度向上につなげています。 
5月12日に担当例会として、岐阜新聞社、岐阜放送 ひだ高山

総局長兼編集部長の森嶋哲也様を卓話講師にお迎えしました。森嶋

総局長 は岐阜市のご出身で、2020 年7月から 編集部長として高

山で勤務され、21 年1 月から飛騨高山総局長を務められています。

森嶋様にはメディア関係者として高山で勤務する中で感じられた

ことについて様々な興味深いお話をしていただきました。 
 
 
出席・プログラム委員会 
委員長 堺 和信 
基本方針は「例会出席率の向上を目

指し、例会出席できない会員にはメー

クアップやオンライン出席を推奨す

る。理事会や各委員会と連携し例会が

楽しく有意義な場となるように円滑

な例会運営を目指す」です。 
本年度は、本日までで36例会開催

していますが、親睦例会等を除いた32例会の平均出席率は73.48％
でした。最高出席率例会は、1月20日のクラブアッセンブリーで

91.67％でした。何とか、年間平均出席率を80％以上としたかった

のですが、5月、6月の出席率が悪く届きませんでした。しかしな

がら、本年度から始まったオンライン出席によって、出張中の会員

や休会中の会員には有効に活用していただき、出席率の向上につな

がりました。 
12月23日の担当例会では、年末ということで講師が見つからず

会員スピーチということで、私が「協同組合高山卸商業センターで

の１２年間の理事長としての苦労話」をさせていただきました。 
プログラムにつきましては、例会内容に多少変更がありましたが、

前年度までのような新型コロナ感染症の影響はなく、37例会開催

されました。 
 次年度以降も、オンライン出席を活用していただき、100％出席

をめざし出席率の向上に努めていただきたいと思います。１年間、

有難うございました。 
 

会員増強部門長    遠藤 隆浩 

 今期は上期にミーティングを行い、

下期に松田増強委員長を中心に入会

候補者のリストを作成していただき

ました。   

入会状況としては松田さんの働き

により今期２名の方に入会していた

だきました。 

ライオンズも含め他クラブも熱心に勧誘をしているようです。西

クラブもより一層の勧誘活動が必要かと思われます。 

 
職業分類・選考委員会委員長 

           阪下 六代 

 本年度は、水梨弘基、大屋尚史、佐藤

貴史、以上3氏の入会推せんを取扱い、

会員１名の純増を果しました。 
 
 

 
ロータリー情報委員長 門前 庄次郎 
こんにちは。ロータリー情報委員会で

す。副委員長に遠藤隆浩さんです。 
基本方針は『新会員にロータリーを理

解して頂く為のオリエンテーションを

開催し、また会員向けに情報提供と意見

交換の場を設け、RCの理念を共有しロ

ータリアンとしての意識高揚に努め

る。』といたしました。 
 新会員のオリエンテーション関しましては、上期に冨岡さんと水

梨さんに入会頂いておりますので、会長・幹事にも参加頂いて、行

ないました。また急遽転任されました松田さん冨岡さんの後任とし

て赴任されました大屋さん、佐藤さんにも入会頂きましたが、年度

末も近くなってきておりますので、次年度の遠藤委員長にお願いし

たいと思います。 
 またこの委員会は『クラブ研修リーダー』もかねて居りますので、

担当例会はその趣旨にそって行いました。1回目は8月19日に当

クラブの課題等について考えると言うことで、グループに分かれて

意見交換をして頂きました。すぐに課題解決と言うところでは有り

ませんが、会員同士の思いを共有する事は大切だと感じました。 
 また2回目は2月10日に地区研修委員会委員長の岩田正美さん

に来て頂き、地区の考え方、クラブ内研修の大切さ等について、お

話頂きました。 
 ロータリークラブの魅力、クラブ内の課題などについて考えて行

くことは、大切に思います。これからも遠藤委員長を中心にそう言

う場を作って頂けると有り難く思います。 一年間有り難うござい

ました。 
 
奉仕プロジェクト部門長 伊藤 松寿 

当部門所属の6委員会では、年度当初、委員長を中心に事業計画

を立案し、実施時期の前後は、あったにせよ順次計画を遂行した。 
どの委員会も完遂できたことは、委員長並びに委員各位の努力であ

り賞賛されるべきものである。 
 
 

社会奉仕委員長  杉山 和宏 

社会奉仕委員長の杉山です。上半期に

予定しておりましたソフトミニバレー

ボール大会がコロナ禍により延期とな

り、2月26日に行われました。検討の

結果、長年継続してきましたスポンサー

は今回が最後となりました。これまでご

尽力いただきました会員の皆様、誠にあ

りがとうございました。大変お疲れ様でした。 
下半期には5月26日に担当例会を行いました。次年度の財団補

助金事業である二所ノ関親方講演会、高山市相撲場の土俵築の概要

説明をさせていただき、また下屋会長エレクトに相撲の豆知識をお

話しいただきました。今年度の社会奉仕委員長として、大きな事業

はありませんでしたが、次年度最初に担当します財団補助金事業も、

社会奉仕活動であり地域社会に貢献するものでありますので、引き

続きよろしくお願いいたします。1年間ありがとうございました。 
 



例 会 報 告  

２０２２－２０２３年度  

高山西ロータリークラブ  テーマ 
未来を見据え  
更に親睦を深め、皆でクラブを再活性化しよう  

 
 
国際奉仕委員長 長瀬 達三  

代理 副委員長  田近 毅 

委員長長瀬さんが欠席ですので、預かっ

た原稿を代読します。 

本年度の当委員会の基本方針は、「海外

のRCがコロナ禍を経てどのように活動し

ているのかを調査すると共に、これまでの

当クラブの活動内容を振返る」 でした。 

本年度の活動内容については、 

1．海外のRC（知人やその関係者がいるかどうかというレベルで 
ピックアップ）に、現在でもマスクの着用や手指消毒、オンラ 
イン開催等を行っているかをメールで問い合わせてみようと思 
い、英語を扱えない私は3クラブほど長男経由でメールしてみ 
ましたが、なんと１軒も回答を得られませんでした。 

2．次に、当クラブでは「飛騨高山国際協会」と「高山デンバー 
友好協会」それぞれに寄付（ではなくて会費の支払い）を続 
けてきていますが、この2つの団体の実体や成り立ち、当クラ 
ブとの関りもよく知らなかったため、これまでの当クラブとの 
関りを振返りたいと思い、事務局のある高山市の海外戦略課を 
訪問して少しだけレクチャーを受けて参りました。 
もしかしたらよく分かっていないのは私だけだったのかもし 
れませんが、きっと一部の会員の皆さんも深くはご存知ないだ 
ろうと思い、去る3月10日の担当例会の際に、「高山市飛騨 
高山プロモーション戦略部海外戦略課長」の「永田友和」さん 
をお招きし、「高山市の国際化への取組について」と題して講 
演していただきました。飛騨高山国際協会およびデンバー友好 
協会の活動内容や目的について理解を深めると同時に、今後の 
当クラブとの関りについても前向きに考えられる良い機会に 
なったのではないでしょうか。 

 

 

ロータリー財団委員長   斎藤 章 

今年度、ロータリー財団への寄付を

150ドルお願いする。地区補助金を活用

し、活動を行う。との基本方針のもと、

副委員長 折茂さんと共同で担当しま

した。実施できたのは、12月9日の担

当例会を委員長の卓話として発表しま

した。3月19日の第20回の雫宮祭に３

ロータリー合同のポリオプラス募金活動を行い、結果的に全会員の

寄付の150ドルを達成しました。 
残念なことに、本年度は地区補助金事業はできませんでした。 
今年度、目標の大部分は行えましたが、次年度は地区補助金活動

が予定されています。150ドルの寄付は、予算的にはすこし厳しそ

うである。ポールハリスフェロー関係では多くの方に声をおかけし

ましたが、ベネファクターに垣内会長、塚本さんに5回目のフェロ

ーになって頂きました。 
 

 

米山奨学委員長   内田 幸洋 

10月7日地区委員の熊崎元康氏にご

来場いただき卓話を聞きました。本年度、

米山奨学金に拠出いただいたのは、協力

者から功労者への2名でした。いまだに

協力金ゼロ会員が10名いますので、次

年度以降に引継ぎます 
 

 

＜ニコニコボックス＞ 
●垣内 秀文さん、大村 貴之さん 

佐藤貴史さんのご入会を心より歓迎いたします。本日はクラブアッ

センブリーです。部門長、委員長の皆様、１年間の報告をよろしく

お願いします。 

●佐藤 貴史さん 
本日より入会させていただきました佐藤貴史と申します。大垣共立

銀行高山支店に勤務しております。今後共ご指導の程よろしくお願

い致します。 
●下屋 勝比古さん 
先週、全日本社会人ハンドボール大会で娘がオムロンチームで先発

出場しました。僅差で3位でしたが、ブルズとの対戦が楽しみです。

垣内会長・大村幹事お疲れ様でした。来月7日、全員出席お願いし

ます。 
●田近 毅さん､平 義孝さん､内田 幸洋さん､斎藤 章さん､ 
古橋 直彦さん､米澤 久二さん､田中 武さん､門前 庄次郎さん､ 
堺 和信さん､鴻野 幸泰さん､杉山 和宏さん 

いよいよ年度替わりを迎えようとしています。垣内会長、大村幹事、

一年間ご苦労様でした。そしてありがとうございました。ニコニコ

委員会としまして何分にもコロナの影響もあり思うように行動が

出来ませんでしたが、その分皆様には大変ご協力頂きましてありが

とうございました。次年度は堀委員長の新体制のもと大きく羽ばた

くこと期待しています。また次期下屋会長、大変張り切りっていま

す。年またぎにはなりますが、兎から辰（辰年は草木の形が整った

状態を表しているそうです）に凄い事が起こる様な気がします。皆

で力を合わせて頑張りましょう。 
 

講演会チラシが市内小学校全生徒へ配布されました。 

財団補助金事業準備もいよいよ佳境に入っています。 
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